















自主勉強会は  2015 年 12 月～2016 年 3 月、全 12 回(1 回 80 分)のワークショップ形式で
開講した。対象者として看護・リハビリテーション学部の教員、大学院生、および博士課
程の修了生を含む計 10 名(20 代～50 代の男性 4 名、女性 6 名)から研究への参加協力が得
られた。一般目的の英語（EGP)と特定目的の英語（ESP)を並行学習し、研究者としての全
人的なオーラルコミュニケーション能力向上を目標とした。 EGP では「My Favorite Things」
のテーマで参加者が毎回短いスピーチを行い、 ESP では MOOCs (「edX 」)より統計学の講
座「 I “Heart”Stats: Learning to Love Statistics 」を教材として用いた。使用言語
は原則として英語のみとし、日本語の使用は一部許可した。参加者には事前にオンライン
で英語学習に関するアンケート調査  (自由記述式 )とオーラルコミュニケーション能力の
客観テストとして Pearson 社「Versant」スピーキング能力テスト (電話で 15 分程度)の受
験を依頼した。12 回目の終了後にも同様のテストを実施した。毎回の講座後と全 12 回終






いた。毎回の平均参加者数は 10 名中 5.8 名で、10 名中 6 名が 5 割以上出席した。途中棄
権者は 0 名であった。客観テスト（採点範囲：20～80 点）は事前実施（前テスト）を 9 名、
事後（後テスト）は 8 名が受験した。得点分布の範囲は前テストで 20 未満～44 点（平均
32.3 点；20 未満は 19 点として計算）、後テストで 25～42 点（平均 35.0 点）であった。平








本研究は外国語教育メディア学会（LET）第 56 回全国研究大会で発表の予定である。  
